
１ ． 健 全 な 水 循 環 の 構 築 に 関 す る 課 題  

水 循 環 と は 、 水 が 蒸 発 、 降 下 、 流 下 ま た は 浸 透 に よ

り 海 域 へ 至 る 過 程 に お い て 、 地 表 水 ま た は 地 下 水 と し

て 、 河 川 の 流 域 を 中 心 に 循 環 す る こ と で あ り 、 健 全 な

水 循 環 と は 、 人 の 社 会 活 動 や 環 境 保 全 に 果 た す 水 の 機

能 が 適 切 に 保 た れ た 状 態 で の 水 循 環 で あ る 。 上 下 水 道

事 業 は 水 循 環 の 一 部 を 担 う 公 共 イ ン フ ラ と し て 、 健 全

な 水 循 環 の 保 全 に 努 め る こ と が 求 め ら れ る 。  

上 下 水 道 に 共 通 す る 課 題 を 、 次 の 通 り 挙 げ る 。  

１ ） 水 源 水 量 不 安 定 化 対 策 （ 水 量 ・ 水 質 ） ： 地 球 温 暖

化 に 伴 う 気 候 変 動 の 影 響 に よ り 、 局 地 的 豪 雨 や 渇 水 に

よ る 水 不 足 が 発 生 す る な ど 、 水 源 水 量 の 不 安 定 化 が 問

題 と な っ て い る 。 こ の た め 、 取 水 に 支 障 を き た す よ う

な 河 川 水 量 の 減 少 や 地 下 水 位 の 低 下 、 高 濁 度 原 水 の 流

入 等 、 水 量 ・ 水 質 に 影 響 を 与 え る 事 象 が 生 じ る た め 対

策 が 必 要 と な る 。  

２ ） イ ン フ ラ 老 朽 化 対 策 （ 水 量 ・ 水 質 ） ： 我 が 国 に お

い て は 、 上 下 水 道 事 業 の イ ン フ ラ は 高 度 経 済 成 長 期 に

集 中 整 備 さ れ た た め 、 今 日 で は 、 法 定 耐 用 年 数 を 超 過

し 、 更 新 を 必 要 と す る 施 設 が 多 い 。 イ ン フ ラ の 老 朽 化

に よ り 、 施 設 か ら の 漏 水 や 、 内 面 剥 離 に よ る 異 物 混 入

等 、 水 量 ・ 水 質 に 影 響 を 与 え る 事 象 が 生 じ る た め 対 策

が 必 要 と な る 。  

３ ） 公 共 用 水 域 の 水 質 悪 化 対 策 （ 水 質 ） ： 工 場 排 水 等

に よ る 河 川 や 地 下 水 の 汚 染 、 貯 水 池 で の 富 栄 養 化 に 伴



う 異 臭 味 物 質 の 発 生 等 、 人 為 的 か 否 か に か か わ ら ず 、

公 共 用 水 域 の 水 質 悪 化 事 例 が 生 じ て い る 。 こ れ に よ り 、

健 全 な 水 循 環 に お い て 、 水 質 面 で の 悪 影 響 が 懸 念 さ れ

る た め 対 策 が 必 要 と な る 。  

４ ） 水 環 境 保 全 （ 水 辺 環 境 ） ： 農 地 の 都 市 化 に よ り 河

川 護 岸 の 整 備 が 進 ん だ 結 果 、 水 生 生 物 の 生 息 環 境 や 水

に 親 し む 環 境 が 失 わ れ つ つ あ る 。 次 世 代 を 担 う 子 供 た

ち が 、 水 文 化 を 継 承 し 、 水 環 境 保 全 を 行 う 大 切 さ を 肌

で 感 じ る 機 会 ・ 教 材 と し て 、 こ れ ら の 水 環 境 を 保 全 す

る こ と も 重 要 で あ る 。  

２ ． 最 重 要 課 題 と そ の 解 決 策  

水 道 利 用 者 の 安 全 で お い し い 水 へ の ニ ー ズ が 高 ま っ

て い る こ と か ら 、 上 記 の 課 題 の う ち 、 公 共 用 水 域 の 水

質 悪 化 対 策 を 最 重 要 課 題 と 位 置 付 け た 。  

解 決 策 を 、 次 の 通 り 挙 げ る 。  

１ ） 高 度 処 理 の 導 入 ： 上 水 道 事 業 に お い て は 、 オ ゾ ン

処 理 や 活 性 炭 処 理 等 、 下 水 道 事 業 に お い て は 、 嫌 気 性

処 理 等 、 そ れ ぞ れ に お い て 高 度 処 理 を 導 入 す る 。 こ れ

に よ り 、 公 共 用 水 域 の 水 質 悪 化 へ の 対 応 、 下 水 放 流 水

の 水 質 改 善 を 図 る 。  

２ ） 水 源 水 質 保 全 ： 水 源 涵 養 林 の 整 備 、 河 川 改 修 等 を

実 施 し 、 水 源 水 質 の 保 全 を 図 る 。  

３ ） 汚 水 処 理 施 設 の 拡 張 整 備 ： 公 共 下 水 道 や 農 業 集 落

排 水 等 を 拡 張 整 備 し 、 個 別 処 理 か ら 集 中 処 理 へ の 転 換

を 推 進 す る こ と で 、 生 活 排 水 処 理 水 の 水 質 改 善 を 図 る 。  



４ ） 取 排 水 系 統 の 再 編 ： 上 下 水 道 施 設 の 更 新 に 併 せ て 、

上 水 道 取 水 口 及 び 下 水 道 放 流 口 の 位 置 の 最 適 化 を 行 う 。  

５ ） 予 備 水 源 の 確 保 ： 公 共 用 水 域 汚 染 へ の 適 応 策 と し

て 、 汚 染 の 影 響 が 少 な い 予 備 水 源 を 確 保 す る 。  

３ ． 波 及 効 果 と 懸 念 事 項 へ の 対 応 策  

こ れ ら の 施 設 整 備 に は 多 大 な コ ス ト を 必 要 と す る 。

人 口 減 少 に 伴 う 水 需 要 減 少 に よ り 、 料 金 収 入 が 伸 び 悩

む 状 況 に お い て は 、 利 用 者 に 対 し 、 収 支 見 通 し な ど の

資 料 を 提 示 し 、 丁 寧 に 説 明 し て 理 解 を 得 る 必 要 が あ る 。  

ま た 、 健 全 な 水 循 環 の 構 築 は 上 下 水 道 事 業 の み で は

成 し え な い こ と も 多 く 含 ま れ る こ と か ら 、 流 域 水 循 環

協 議 会 を 結 成 し 、 行 政 機 関 や 民 間 企 業 等 も 含 め た 関 係

者 の 協 力 を 得 な が ら 推 進 し て い く 必 要 が あ る 。  

な お 、 策 定 時 に は 適 切 な 技 術 で あ っ て も 、 新 た な 知

見 ・ 研 究 に よ り 、 人 体 や 環 境 に 与 え る 影 響 が 発 覚 す る

こ と が あ る 。 よ っ て 、 技 術 者 が 継 続 研 鑽 し 、 常 に 最 新

の 技 術 を 習 得 で き る よ う 、 教 育 ・ 訓 練 の 機 会 を 十 分 に

与 え る こ と が 必 要 で あ る 。  

４ ． 業 務 遂 行 に お い て 必 要 な 要 件  

業 務 遂 行 に 当 た っ て は 、 法 令 遵 守 は も と よ り 、 公 衆

の 安 全 ・ 健 康 ・ 福 祉 を 最 大 限 に 優 先 し 、 社 会 ・ 環 境 ・

文 化 に 与 え る 影 響 を 予 見 し た 上 で 、 地 球 環 境 の 保 全 等 、

次 世 代 に 渡 る 社 会 の 持 続 可 能 性 を 確 保 し 、 求 め ら れ る

使 命 ・ 社 会 的 地 位 ・ 職 責 を 自 覚 し 、 倫 理 的 に 行 動 す る

こ と が 求 め ら れ る 。         以 上  


